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余 ハ サキ ニ ギビタ ミン講Pヲ 皮 内注 射 抗 原 二 混 合 ス ル

コyニ ヨ リ、Arthus現 象 ヲ著 明 二抑 制 メ ル コ トヲ報

告甥!弁 ノピリソ」ハ抗炎衝作用 ヲ有 シ、「t・

#eン 」,rエ フ エ ド リソ汲 ザア ド レナ リソ講ハ末梢 血&

壊 縮 作 用 ヲ有 ス ノ鞠 ト … 般 二 知 ラ レテ ヰ ル.ギ ア レ

ル ギ ー 牲 皮講 反 癒 ト云 フ意 味 二 於 テ、Arthus現 象 ト

ソ ノ獲 現 機縛 ヲ同 ジ ウ ス ル ギツ ベル ク リン」皮 内 反 旛

ガ、 ギツ ベル ク リぬ 液 一 ノコ レヲ 物 質 ノ混 合 ニ ヨ リ

如 何 ナ ル 影響 ヲ受 ケ ル ヤ ヲ験 シ,次 ノ結 果 ヲ得 タ 馬

第 一 章 緒 言

第ニニ章 實 験 方 学去

第 三 章 實験 成 績

1ノ 「ビ タ ミソJP群

2)「 ア ミ ノピ リソ」群

目

第一章 緒

「ビ タミンJPガSzent-Gy6rgyi一 派 ニヨリテ

提唱 セ ラレテ ヨリ幾多 ノ實験的、 臨躰的研究相

次 イデ報告 セラ レ、 「ビタミンjPハ 出血性毛細

血管 中毒症(Henoch氏 紫 斑病 〉二卓数 ヲ示 シ、

本症 二於 テ毛細血管 ノ抵抗 ヲ充 メ、 ソ ノ滲透 性

ヲ低下 セ シムル コ トハ既 二諸家 ノ認 ムル所 デア

ル.繕 二軍松氏 α1及冨士原 氏 偽 ・「モル モット」

ノ血清 過敏症 二封 シテ「ビタミン」Pガ 抑制作用

ヲ有 スル コ トヲ認 メ、鳥居 氏 働ハ 「ヒスタ ミ/・

シヨヅクs二 封 シ同 ジクドビタ ミンJPノ 抑制作用

録

1)「 ビ〃 ミ.ぬPノ ・「ツベ ル ク9ン 」皮 内 反慮 ヲ著 虜

二抑 制 メ。

2)rア ミ ノピ リソ」 ノfツ ベ ル ク リン」皮 内 反晦 抑制

作 用 ハ輕 度 ナ リ.

3)rヒ ロポ ソ」ハ ギツベ ル ク リソ」皮 内 反懸 ヲ 著 明 二

抑 制 ス。

4)「 エ フxド リソ」及 「ア ド レナ リソ士ノ 「.ツペル ク リ

ソ」皮 内友 雁i『i封ヌ ル 抑 制 作 用 バー 定 セ ズ、 墳強 ス ル

場 合 モ 可 ナ リ存 在 ス 。
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四
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第

第

言

ヲ報告 セ リ。

一一方結核 「ア レルギーJト 「ビタ ミン」Pノ 關係 二

就 イテへ 鳥居氏K)ハ 「ビタミンJPヲ 結核 「モ

ル モヅトJ二 注射 シ、 「ツベ ルク リン」反鷹1ヲ滅弱

セ シムル ト報告 セリ.余 樹ハfビ タ ミンJPヲ 皮

内注射抗原 二附 加 スル事 ニ ヨリ、Arthus現 象

ヲ著 シク掬制 スル事 ヲ謹 明 セ リ.徒 ツテ 「アレ,

ル ギー」性皮膚反鷹 トイフ 意味 二於 テArthus

現 象 トソノ登現機轄 ヲ 同 ジウスル 「ツベル クリ

ン」皮内反鷹 二i封シテモ 「ビタ ミン」Pハ 抑制作
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用 ヲ有 スル ナラ ントハ容易 二思考 セ ラル ・所 ナ軸

リ。

「ア ミ ノ ピ リ ン」ハBinz(1867>{6}
,Winternitz-

Koranyi(1930>(7},Eppinger(1934)(8),Bizak

(1935)(Si等 ニ ヨ リ炎 衝 紳 制 作 用 ア ル コ ト ヲ報 告

セ ラ レ、タ リ。

「ア ド レ ナ リ ン」ハ 交 感 神 経 末 楕 剃 戟 作 用 即 チ 血

管 牧 縮 、 磁 墜 上 昇 作 用 顯 著 ナ か モ 奏 数 時 間 短 カ

ン。 「エ フ ェ ド リ ン」ニ ア リ テ ハ 上 記 ノ作 用 滅 弱

シ、 中 櫃 刺 戟 作 用 漸 次 著 明 トナ リ、 奏 数 時 間 モ

延 長 スe「 ヒ ロ ポ ン」(d,β 一phenylisopropylme.

thylamin)(M33N)鋤,ザ ベ ン ツ ェ ド リ ン」(β一

phenylisopropy}amin?i")ハ 共 二9ア ドyナ リ ン」

屡 藥 物 ニ シ テ 、 ソ ノ作 用 モ ホ ・"同様(内 丸 氏 〉鵜

ニ シ テ、「エ フ ェ ド リ ン」ヨ リ モ更 二!ア ド レ ナ リ

ン」様 ノ作 用 清 失 シ、 寧 ロ 中 櫃 刺 戟 作 用 ヲ主 ト

ス。 他 方 「ベ ン ツxド リ ン」ハBertolet/iL'・ ニ ョ

第二章

坂口内科 入院患者 及看護婦 中「ヅベル ク リン」反

懸陽牲 ナル モ ノニ ヅ キ、 一定濃度 ノ傳研製奮

rツベル クYンJ液 似 下A.T、y略 記 勾 、「ビタ

ミンjP(武 田製 「ヘ スペ リン」注射液)、2.5%

9ア ミ ノピリン」食盤 水溶液、rヒ ロポ ン」注射液

伏 日本製 藥製 、i"'エフェドリンあ 「ナガヰj注 射

液、 「ア ドレナ リ物 注射液(第 一製藥製 ジボス ミ

ン」〉ヲ同容量(但 シヂビタミン」P群(a>二 於 テ

ハA .T.1i容 量=3容 量 ノドビタミン」Pヲ 加 フ)

混 ジ、 コ ノ混合液 ノ{1ユ 琵宛 ヲ前縛屈面 二皮内

注射 シ、封 照 トシテハ 同濃 度 ノ食盤水稀澤 「ツ

リテ鼻粘膜 ノ蘭 二封 シテ吸入磁 果 アルヲ謹

明 セラレ、爾來耳鼻科方面二於テ屡 ζ使用 セラ
ミ

レ、更 二氣管枝粘膜 ノ炎衝性腫脹 ヲモ減少 セ シ

ム ト穣1セ ラル(Sweinef◎rd)1翁.

fツ ベ ル クリンJ皮 内反鷹1二封 シテハ 「ア ドレナ

リン」其他 ノ内分 泌腺 「ホルモ ン」ハ 之 ヲ1曾強 ス

ト樗 セラレ(Syllat「e,Vladimir場,叉 次亜硫酸

「ナ トリウム」ノ如 キ遼元性物質ハ顯著 ナル抑制

作用 ア リト(森氏)⑯.

余 ハArthus現 象 ヲ擁制 スル「ビタミンJP,抗

炎 衝作用 ヲ有 ス トセラル、 「ア ミノピリン」、 末

楕血管牧縮 作用 ヲ有 スル9ヒ ロポ ンJ、rエ フェ ド

リン」及rア ドvナ リン」等 ノ物 質 ヲ「ツベル ク リ

ン」液 二混合 スルコ トニ ヨリ、結核 「アVル ギーj

性 炎衝 タル「ツベ ル クリン」皮内反慮 ガ如何 ナル

影響 ヲ受 ケル ヤヲ實験 セリ覆

實 験 方 法
獅

ベ ル ク リ ン」同 量 ヲ 反 封 側 ノ ホ ・稠 ジ 位 置 二注

射 セ リ。 實 験 ハ 各 藥 剤 別 々 二 行 ヒタ リも

成 績 ハ24時 間 後 、48時 間 後 二 判 定 セ リs反 鷹

ノ強 サ バ 嚢 赤 ノ 李 均 直 径 ヲ 以 テ 表 ハ シ、 盧 径

0.4糎 以 下 パ ー 、O.5-O.9糎 ハ(十 〉、1、0-1.4

糎 ハ+、1.5-1.9糎 ハ+(+/、2、0-2.4糎 ハ

斗十、2.5--2。9糎 ノ、→÷(十)、3.0-3.4零 厘A辮 、

3・5--3・99mハ 辮(十 〉 ニ テ表 ハ ス。 硬 結 ノ有 無

程 度 ヲ モ併 セ観 察 セ 先 二 重 爽 赤 ハ ソ ノ 内 側 ヲ

探 レ リ。

第三章 實験 成 験

左右前縛 屈画 二於 ケル 検査部位 ニ ョル 「ツベル

ク リン」皮 内反鷹1ノ 強 サノ差 ヲ検 スルニ・反鷹1

ノ大 キ サハ 略 〈同一一乃至2-3粍 程 度 ノ 差 ヲ認

ムル ニ過 ギズ。

1)「 ビタミ ンjP群

(a>A.T.(1:1000♪1容 量十「ビタミンJP・3

容 量IA.T.ト シ テハ1:4000>(第1表 参照)

非 結核 患者11例 二 在 リテハ、1ツAasル ク リンs

反 鷹 ノ大 キサ封照例 二於 テノ・24時 間及48時 間

後悉 ク(+)以 上 ナルニ、rビ タ ミン」P例 二於 テ

ハ24時 間後8例 バー、3例 ハ(十 〉以上 ナルモ何

レモ封照 ヨリ小 ナ リ.48時 間 後9ビ タ ミン」P側

6例 バー、5例 ハ(+♪ 以 上 ナルモ其 中4例 ハ封
ダ

照 ヨリ小、1例 ノミ封照 ヨリ大 ナ リ,印 ヂ ビタ
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第1表A.T.(1:1000)十 「ビ タ ミ ンJP.3
饗

(A.T.1:4000)

一

を
蓬
渥

氏 名

24時 間

fビ タ ・

ミ ソ」鉗 照 側

Y側

48時 間

ビ タ
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P側

非 結 核,患 者
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}11}一}

十十(十)十(十)

十
ヂ…:「+
　ド　　 　 　 　

i= .十 ζ十)1十十(±)

結 核 患 者

十

(+)

写ぐあ

新 菊

兵マ5
謝 ∬

蜘1函

!量」一 …賢慮±≧骨(十)
丁■ ■1(+Σ ・±豊i

ラ

　

ロ

柑
-

+
些

1劃■ 雑(+)+(+)i器1翻
161

蔭

隆

一 丹

}_1聯+轄)鴇)㌣)
「…　　 　 「 擁 『+ご+・ 昌(十)+(+)

一 ドー
ー

ロー
}一

十}十 十
一一 一由一一r一_i一 一一

十(十 】 十十 、十K十)一…F

十 十(十)

十(十)十(十)

年嵩i毒)霜)痔 暑

ミン」P混 合側 ハ 「ツベル クリン」反鷹著 シク抑

制 セ ラル ・ヲ認 ムa

結 核 患者12例 中124時 間 後rビ タ ミン」P側2

例 一、10例+以 上 ニ シテ、此中rビ タ ミン」P側

ノ勤照側 ヨリ小 ナルモ ノ僅 二1例 ニ シテ他 ハ何

レモ同大 乃至対照 ヨリ大 ナ リ
.48時 間 後 「ビタ

ミ ン」P側1例 一、11例 十 以上 ニ シテ、此 中rビ

タミ ン」Pf則 ノ対照側 ヨリ小 ナル モ ノ4例 ニ シ

テ他 ハ何 レモ同大 乃至対照 ヨリ大 ナ リc帥 チ一

般 二結核患者 二 在 リテハrビ タ ミンjPハ4000

倍 稀 覆rヅ ベ1ル クリン」反騰 ヲ御制 スルコ ト困難

ナ リ.

(b)A.T.(1;5000>十 「ビタミン」P(A。Taト

シテハ1:10000)(第2表 参照〉

非結核 患者 及結核患者20例 ヲ通 ジ、rヅ ベルク

リ ン」反騰 ノ大 サi対照例 二 於 テハ24時 間及48

時 間後 悉 ク(十/以 上 ナルニ「ビタ ミンjP側 二於

テハ24時 間後16例 一、4例(十)以 上ナルモ中2

例 ハ対 照 ヨリ小、他 ノ2例 ハ 同大 ナ リ。48時 間

第2i表iA.T.(1:5000)十 「ビタ ミーP

(A.T.1:10000)

i 氏 名
24時 間 48時 間

「ビ,タ 丁ビ タ

繭 岬 側i繭棚 側
非 結 核 患 者

1}灘
一丁 一～ …{=二

(+)紬 …_(+)

噺=胃 踊 一『≦7嬬
了ff-i一=一(一 ヂ∫∵ 一一(十)

ロ　ロ　　 ロ ロ　　　　　 　　　 ガ ミ　　へ

一」&:r什(十)レ 十)十
13腫ir干 て葛 ・+て不){…r「 τ

結 核 患 者一

号{一_三 ヨ∴‡一階 ±撃)
　 へ 　 　　　 　　 り　　 　へ　　　 り

16」1一 十1一 ・ 十

17-1一 十i(十)十(十)

18一 　 応 手(十 ノ十～十)1て 「耳(十)

蕃i富ll≡(‡)一(+)

後 「ビタ ミンjP側12例r8例(十 〉ニ シテ具申

5例 ハ対照 ヨリ小 ノ他 ノ3例 ハ 同大 ナ リ。 以上

ノ如 ク5000倍.A,T,二 「ビタ ミンJPヲ 等量 二

加 フ レバ、非結核患者 ハ勿論結核 患者 二於 テモ

顯著 ナル御制作用 ヲ 認 メ、大多数ハ 「ツベ ルク

リン」反騰 陰性化 シ、或 ハ著 シク減弱 ネガ

(c)A・T〆1:10000)十 「ビタ ミン」P〈A.T}ト

シテハ1120000)(第3表 参照)
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健 康者10例 中「ヅ ぐル クリン仮 鷹 ノ大 サ潮 懸

側 二於 テ・・24時 聞 及48時 間 後悉 ク(+)以 上 ナ

ルニt「 ビタミンjP側 二於 テ・・24時 間後9例

一
、1例(十 〉ナル モ対 照 ヨリ小 ナ リc48時 間後

「ビタミ.ン」P側5{列 一 。他 ノ5例 ハ侮 レモ(+〉

ニ シテi対照 ヨリノ」・ナ リc即 チ10000倍 ノA.T.

二等 星:ノrビ タミ ンjPヲ 混合 スル時 モ顕 著 ナル

卿劇作 用 ヲ認 メ得.,阪
も

:第3表:t],T.(L10000)十 「ビ タ ミ ンJP

(A.T.1:20000)

.工{
2}
一3一一

塗

五u
6:

∫7i一

事 町…

一.ρ3

110

氏

　 ミ

24時 間

名 ドビ タ ビ タ

iミ ソ謝 照 側 ミ ソ」
　
・P側P側

健 康 者

一 ピ十一》
一 一～一遷

一 十 ご十 穿

一一コ エ

(十.

ラ

モ
ノ

十

十

{
十

…
十

漏
斗

十

(

/一

48時 間

欝照側

+
刃

+
デ

+
γ

ナ

+
「ゼ

舶

十

(

岳

お

∴続
続
一
二

(d>A.T.(1:50000/十 ギビ タ ミ ン」P(A。T,ト

シ テ ハ1:100000)(第4表 参 照 〉

結 核 患 者8例 中 「ツ ・ぐル ク リ ン」反 鷹 ノ大 サ、 封

第4表:A,T.(1:50000♪ 十 泊ビタ ミン」P

(A.T.1:100000)

24時 間 48時 間

ヒビ タ ザビ タ

繭轡騨 繭欄

照 例 二於 テ ハ24時 聞 及48時 間 後 悉 ク 峰/以 上

ナ ル ニ 、rビ タ ミ ンjP側 二於 テ ハ24時 間 後7例

一
、1例/+)ナ ル モ樹 照 燗 大 ナ%48時 間 後

「ビ タ ミ ン」P側6例 一、2例/十/ナ ル モ何 レ モ

対 照 ヨ リノ」・ナ リ離 即 チ5000⑪ ・倍ノA。T。 二等 量

ノ「ビ タ ミ ン」Pヲ 加 フ ル モ 結 核 患 者 ノ 「ツ ベ ル

ク リ ン」反 騰 ヲ著 シ ク抑 制 ス駿稲

(e>A.T.(1:100⑪001十 「ビ タ ミ ン」P(A.T.

ト シ テ ハ1;20000ゆ(第5表 参 照 〉

結 核 患 者7例 二就 キ テ ハ 、 「ツ ベ ル ク リ ン{反 鷹

第5表A,T.(1:100000)十 ヂビ タ ミソjP

ぐA.T.1:20GOOO)

氏 名
撫

結 核 患

…習

とi哩1.一4i十(:土2L。 《繊一 一+
2
.i
3一
荒「斑一

6}i

i
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び
7爬・
黛
V

一i+!± 頭

一 十十

一i(+ゲ

ーi+、

苓

」

。_二 」+(+)

+「+)1(+)「 等

。王 一

十

十:一

(+囲 一

十

}十

一十

1氏 判
「ビ タ

ミ ン ミ

}P側 一

結 核

l
i+〉

24時 間48時 間

墾照側1驚 」癩 側
}P側

患 者

l

l

l

一-

鵬-

一l

1

1

2

3

τ

…
臥

6

7

}

・

一

■豊
一 、〆+、

+禦1♂ ±凱。[±.。
+魂ナ)磁土乙子ゑ±〉

+ζ+)国 土乏一r

。±㌧ ∫±♪一 士_
し(十朔 一 十
　　 　 　　　 　 　 　 　 　 　　 　　

‡ …1士1↓1
ノ大 サ、対照例 二於 テハ24時 聞及48時 間 後悉

ク(十)以 上 ナルニ、ザビタミン」P例 二於 テハ24

時 間後5例 一、2例(十)ナ ル モ共 二野照 ヨリ小

ナ リ.48時 間後 「ビタミン」P側1例 一、6例 ハ

共 二(十)ナ ルモ対照 ヨリ小 ナ リ。 帥 チ100⑪00

倍 ノA.T.綾 二等:量 ノ「ビタ ミンJPヲ 混 ズル モ顯

著 ナル抑制 作用 ヲ認 ムc

2/「 ア ミノピ リン」群

(a>A.T.(1:5000>十 「ア ミノピリン」(A。T.

トシテハ1:10000)(第6表 参照)

非 結核患者 及 結核患者18例 中「ツベ ル クリン許

反懸 ノ大 サ、対照例 二於 テハ24時 聞及48時 間

後悉 ク(十 〉以上 ナル ニrfア ミノピ リン」鰯 雲於

テハ24時 間後4例 一一a14例 ハ 〈十/以 上 ニ シテ

此 中10例 ハ樹照 ヨリ小、2例 ハ同大,2例 ハ対

照 ヨリ大 ナ リc48時 間 後rア ミノピ リン」側4例.

一
、14例 ハ(十 ノ以 上 ニ シテ 此中11例 ハ:対照 ヨ
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E

第6表:A.T。(1:5000)十rア ミ ノ ピ リ ン 」

(A.T.1:10000)

ll
　 へ へ 　　

1氏 名ll一 ア ミ

i

iiン 」側

_tLl一__一 二 晶

24時 間 48時 間

:…欄 賄 蜘

墾 緩
5、一
　 ミ

61-

7il

義 一■
9一
　冤6F

…(十)

露1_

閥 「
……卜

烹3 十

薫}i什

一襲5、 ■iir「 一

(十)十(十 】(十)

(+頭 二 一

+{(+∫

石子1再 ゾσy
(+)1サ 1(+)

　

暦(十)1(十)
く

+/+(+)

聯 ‡

　…T…

(+)

卑 ご芋5

(+)

+(十)

十

十

←…尊 デ
i十

一 一一 一一一 一 一ト…一 一 一 一一一 …

(十)・ 十(十)　

十

恥 Σ
昏㌢}
土1王】1
㊦

ぐ+)1+

「 二…「喬y
}二　搬 「

十+←+)

十+、+)

一 《+撫

一⑯・■ii〔王豆】暇羽掻5医 王1
主7i (+)…一徳　

i一}(+)

+(+】 什十
　

(十)卜(十){(十)

リ小r3例 ハ 同 大 ナ リc以 上 ノ如 ク 「ア ミ ノ ピ リ

ン」側 ハ対 照 ヨ リ一 般 二 八 反 慮 抑 制 セ ラ ル ・ モ、

「ビ タ ミ ン1二 比 ス レ バ 其 作 用 顯 著 ナ ラ ズe

/b)A。T。(1;50000十 ヂア ミ ノ ピ リ ン」(A.T.

ト シ テ ハ1:100000戸 第7表 参 照1

結 核 患 者8例 中 「ツ ベ ル ク リ ン」反 磨 ノ大 サ7封

第7表A.,1.ζ1:50000ノ 十 ヂァ ミ ノピ リン」

(A、T.1:100000)

24時 間

名識 隔

結 核 患

48時 間

ア ミ
ノピ リ甥 照 側

〆」側.L癖
者

}十斐十掛目 十 月 十

十 ぐ十){十;十 ぐ十)

十 乱十)旨 十 ・ 十

十季 ■/十 フ・ 十

べ+)(+)+

干 「♂ジ+
十 ・(+)+

+)1
壁

照 例 二於 テ ハ24時 聞 及48時 間 後 悉 ク(十 〉以 上

ナ ル ニ、rア ミ ノ ピ リ ンJ側 二 於 テ ハ1例 一 、7

ハ(十)以 上 ニ シ テ;其 中6例 八 卦 照 ヨ リ小 、1

例 ハ 同 大 ナ リ。48時 間 後 「ア ミ ノ ピ リ ン」側 全 例

(+)ニ シ テ 其 中7例 ハ 対 照 ヨ リ小 、1例 ノ ミ同

大 ナ リ.即 チ2。5%「 ア ミ ノ ピ リ ン」 デ ハA,T.

第8表A.T.ぐ1;10000)十 「ヒ ロポyj

(A.T.1:20000)

2十

3i十

4∵ ■ 山(+〕

5

6

7

8・ ■ 一i

一

郵一
51一

一
一
一
・9-

12L-
1堅L-
14-
15-
1ぢi-
17

i8-

191-

20-

lll=
2♂一
著　「i
お一τii
£6
27-

28一

語例 一

36}一
31

32

33一

「ヒ ロ'1

ポ ソ」対 照側

側

(+)

48時 間'

石
ボン」

側

(+)、 一

(台 .++

(十)(+)

(十)十i(十)

十 一トー一一一

+(+)(+)
'

(+)

十(+)

十

『剃二ご
。_(+)一
・(+)

(+)

(+)覧 σ デ

(+)

(+)(+)

、(十)∵(十 〉
一ぞ

+)1

(誘 「{(+)

「 ヨ』7て

+艶+…iて 蕩
一

(+)丁 二二

(+)

++(+)

(+)(十)

+(+)

(+〉(+)

(十)

(+)+

十

《+(+)

対照側

(+)

(十)

(+)

+豊

±仕2
十

【十

十

+

土

+
至

↓

…(

}(

十(十)十 十(十)

一 十

二F

+(+)

びy

菩 デ

丁 一町千曜闇

。± …

_土 一

堂 ゼ

。一士一.

。ザ_

。.!土L

十

　十

≠
十

十

(十){十(十),
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ヲ100000倍Mル モ 樹 「ツベ ル クリン」反騰御

制作用軽度 ナ リ.

3)」 ヒ・ボ ンJ群(第8表 参照>

A・T・(1:10000>十 「ヒロポ ン」(A .T.ト シテハ

1:20000)

健 康 者、非結核患者 及結核患者33例 二就 キrツ

ベ1砂 リン仮 鷹 ヲ検 スルへ 対照御
亭於 テハ

24時 聞 及48時 間 後悉 ク(十 〉以上 ナルニ
、rヒ ロ

ポ ン3側 二於 テハ24時 間後28例
i5例 ハ僕 二

(十)ナ ル モ此 中4例 ハ対照 ヨリ小、1例 ハ同大

ナ リc48時 間 後 陀 ロポ ン」側15例 一、18例 ハ

(十〉以上 ニ シテ其 中15例 ハ対照 ヨリ小、3例 ハ

同大 ナ リ.以 上 ノ如 ク 「ヒロポ ン」ハ 顯著 ナル

「ツベ ル ク リン」反慮 柳綱作用 ヲ有 ス
。

4)「 エ フェ ドリン」群(第9表 参照〉

、AT.(1:1×444,十 「エ フェ ドリン」(A.T.ト シ

テハ1:20000)

18例 三献 キ「ツベル クリンr反 騰 ヲ検 スルへ 封

ぎ

第9表A・T＼1:10000)十fエ フ ェ ド リ ンJ

(A.T.1:20000)曳 麟

24時 間 48時 間

駆 隔
辮 檬フ函勲

3
一4
}5

6
.7
[8
…9
⑩

暑

置

捨

　境

劉

}ソ」側

量 璽+1
■1十(十 ∵

■;千1

■+(+)

■
i
i
i
i

(+)

十

(十)・

±
十

十

■i
ヨ
■コ
■i

・

}

・

一

ン∫側

… ナご 十_
i+i(+)

i(+):ぐ 千 〉

葡
…+
望

+
王
生

卵
‡

㎜±
+

二㊨

零

搬
出
捧

叡
一樹

∴

田
隆
南

明ボ
奇

ヂニ1±㊥ レ土 一

}乱+)

量_iナ(±!:+暁 λ

(轟λ}一

(云1

{創
十

十 (十)十1(十 ♪

聯

照側 二於 テハ24時 聞及48時 間:後悉 ク(十 〉以上
ま

ナ ル ニ、丁 エ フェ ド リ ン」測 二於 テ ハ24時 間 後2

例 一、16例 ハ(十)以 上 ニ シテ 其 中6例 ハi対照 ヨ

リ小i3例 ハ 同 大 、7例 ハ対 照 ヨ リ大 ナ リa48

時 間 後rエ フ ェ ド リ ン」側1例 ノ ミ ーs17例 ハ

(+〉 以 上 ニ シテ 真 中6例 ハ対 照 ヨ リ小 、4例 ハ

同 大.7例 ハ対 照 ヨ リ大 ナ リ0即 チ 「エ フェ ド リ

ン」ハCツ ベ ル ク リ ン」反 鷹 ヲ 陰 性 化 セ シ ム ル コ

ト困 難 ニ シ テ、 稽 驚減 弱 セ シ ム。ル 場 合 ア リ、 反

ヅ テ増 強 セ シ ム ル場 合 ア リ テ 其 作 用 何 レ ト モ判

定 シ難 シ.

5>「 ア ドvナ リ ン」群(第10表 参 照)

A.T。/1:10000)十 「ア ド レ ナ リ ン」{A.T.ト シ

テ ハ1:20000)
が

健 康 者11例 中 「ツ ベ ル ク リ ンコ反 慮 ノ大 サ、 封

照 二於 テ ハ24時 聞 及48時 間 後 悉 ク(十)覧 上 ナ

ル ニ、 「ア ド レナ リ ン」側 二 於 テ ハ24時 間 後3

例 一 、8例 ハ(十)以 上 ニ シ テ其 中1例 ノ ミi対照

ヨ リ小 ニ シ テr3例 ハ 同 大s4例 ハ 対 照 ヨ リ大

第10表A.T.(1:10000)十 ヂア ド レナ リン」

(A.T.1:20000)

1氏 名薩 ヂ

.」1ソ 」触

}124時 間 48時 間

1け幽 幽 留ドリ欄
㌔ 剛 四… 冨鳳〔 …w一塵一 一¶一 一w一__一 レ」側

一躍= ±璽 ∫+)}+(+)…(+)

一一一 一一 一 一一}}『 四一 一一w・ 　 一画齢… L

+i(+)i+K+)
3

一}一 『

4
…rw胴 雨雨

互
』
ク
8

9

1ql
11

■{一 (+)1(+);(+)

■
一

　 暗闇　 い 　 1　　

十 十 十
　

■一一 一一 →
■嘱一㎝一
■
一}胃 一一 占

■
… …一 一}

■
デ{_禰

■{{一
■

一

響聖者

輔

一 一 闇㍑～

∴∴
{一 一 一 ¶ 朋_

≦±≧{歪t)」
一1(+)
一等∵σ ∫

漸 一 一智}:

..7.±

++(十)
へ一… 博晶}一

十!鮭
一 一 一 一一1一 一一 一 一 ＼ 一 一一 一_一__

+く+)i十(+)+(十)
闇 …… …w一 一 一 唱 一 期一 一

∴ ±...土.

+(+)… 甘i+(+)甘

ナ リ.48時 間後rア ドレナ リン」側陰性 ハ1例 モ

無 久3例 ハ対照 ヨリ小、4例 ハ同大、4例 ハ

対照 ヨリ大ナ リ詠 即 チrア ドレナ リン」ハrツ ベ

ルク リン」反騰ミヲ抑制 スル コ ト嗣難 ニ シテ
、反

ツテ増強 セシムル場合約年数 アリラ 其作用何 レ

トモ謂 ヒ難 シ。
織

＼
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第四章 線 、括

以 上 ノ 實 験 ノ示 ス 如 ク 「ビ タ ミ ンjP及fヒ ロボ 「ア ミ ノ ピ リ ン」 ハBinz(6},Winternitz-Kora一

ン」ハ 之 ヲ蕾 「ツ ・ぐル ク リ ン」 ノ適 度 ノ稀 繹 液 二nyi{7,,Bizak(91及EpPinger{8)等 ニ ヨ レ バ 輩=

適 量 二 混 合 注 射 ス ・レコ ト ニ 依 リ顯 著 ナ ル 抑 制 作 ご 中 福 神 経 系 二作 用 ス ル ノ ミナ ラ ズ 、 血 管 壁 ヲ緻
ダ

用 ヲ認 メ得 タリ.rア ミノビリ巧 二在 リテハ其 密 ニスル作 珊 アルニ ヨリ、Ser6seEntztindung

作 用 輕度 ナ リ,、ruロ ボ ン」ハ顯著 ナル抑制 作用 ヲ碑制 ス トセ ラル.「 ツベル クリン」反鷹 ハ上記

アリerア ドレナ リン」及 「エ フェドリン」二至 リ ノ如 ク血管 壁 ノ傷害 ヲ伴 フ炎衝 ナル ヲ以 テ、

テハ偲 々 ノ例 二於 テ差 ア リ、帥 チ郷翻 スル場合 「アミノピリン」ハ此 ノ「ツ〈ごル クリン」皮 内反慮
　 ミ

アリ、囎強 スル場合 アリテ其作用何 レ トモ到断 二封 シテモ顯 著 ナル抑制作 用 ヲ呈 スベ キ筈 ナ施

シ難 ク、 一般 ニハ著 シク挿制作 ア リト謂 フヲ得 宅、喪 瞼 ノ示 ス如 ク其 作用「ビタミ ン」P二 比 ス

ズ.レ バ甚 ダ シク弱 シ。

薔 砂 ベル ク リン」ノ稀繹倍藪少 キ場合 二在 リテ 「ヒロポ ン」ノ末槍血管 自艘 二封 スル牧縮作用 ハ

ハ、結核患 者 二於 テ非結核 陛患者 及健康者 二盆 厚 ドレナ リン」二比較 シテ微弱 ナルモ、其持績

シ「ビタミン」Pノ 抑制作 用著 明ナ ラザルハ、前 甚 ダ長 シ。從 ツテ 「ベ ンツェドリン」が鼻粘膜及

者 二於 デ ァレル ギー」性皮膚反鷹 ガ後者 ヨリ彊 氣管枝粘 膜 ノ充血腫脹 ヲ減退 セ シムル(Berto一

ク起 ル爲 ニ シテ、rツ ベ ル クリン」ノ稀澤 ヲ大 二letli2},Byrne(171,Scarano㈹,Giordano(i9},Bo一

セバrビ タ ミン」Pノ 抑制作用顯著 トナル事 ハ、Yd'1?`'e,Sweineford(恥 ハ其長時 間持績 スル 微弱

余 ガサキニArthus境 象 二及 ボスrビ タミン」Pナ ル血管 牧縮作 用 二基 因 スル ト同様 ノ機 序aヨ ・

ノ影響 ノ研究 蓋}二於 テ指摘 セル所 二、 ソノ意味'リ 、 「ヒロポ ン」ハ「ツベル クリン」皮 内反慮 ヲ郷

ヲ同 ジウ スルモ ノ ト思惟 せラル.舗 スル モ ノト謂 ヒ得ベ シ。

「ツ〈εル ク リン」皮 内反慮 ハ〆Arthus境 象 ト同様 「エ フ
ェドリン」ハ「ヒロポ ン」ヨ リモ其作用 「ア ド

へ
抗 原抗 艦反懸 ニ ヨツテ生 ズル皮膚 ノ毛細 血管傷vナ リンs二 近 キモ鼻粘膜 充血 二麩 ア リ(Scar。

害 ヲ伴 フ炎衝 ナ リ,,anoc18),Giordanoag)),從 ツ テ「エ フsド リン」モ「ッ

「ビタミンjPノ 抗 過敏 性作用 二就 キテハ
、李松 ベ ルク リン」皮 内反磨 二著 シキ抑劇 作用 ヲ及 ボ

氏{i)、富 士原氏(吸 鳥 居氏13}ノ業 績 ア リ、又ヂビ スベキ筈 ナル ニ、反 ツテ増 強 スル場合 ア リ、抑

タミン」Pハ 「ツベ ル クリン」反慮 ヲ減 弱 セ シメ 制 スル モソ ノ度輕 少 ナ リ。コ バ「ヒロポ ン」ヨリ

(鳥居氏(4b、 紫斑病 二於 テハ毛細 血管 ノ抵抗 ヲ モ作用時 間短 キ ト、-ffS血 管 牧縮後 聞 モナク血

充 メ、 ソノ滲透性 ヲ低下 セシム.余 ㈲モ亦皮 内 管櫨張的 二作用 スル爲 ナ ラ ント思惟 セ ラル.

注 射抗原 二「ビタミンjPヲ 混合 スル事=ヨ リ著rア ドレナ リン」ハSylla⑯,Vladimir("〉 等 ノ詮

明 二Arthusi現 象、ヲ姉 制 スルコ トヲ詮明 セ リeノ 如 ク全例 ノrツ ベル ク リン」皮内反鷹iヲ檜張 ス

「ビタミぬPハrヅ ベル クリン」皮 内注射後徐 々 ル トハ謂 ヒ難 キモ、 又著 シキ擁制 作用 ヲ詮 明 シ

ニ進展 スル抗 原抗 膿反懸 二基 ク局所性炎衝 二封 得 ズ
。 「ア ドレナ リン」ハ末槽血管 二封 シ前二者

シ卿 舗的 二 作 用 スル モ ノト考 フベ ク、rピ タミ 以上二張 ク作用 スル モ其時 間最 モ短 ク且血管牧

ン」Pノ コノ抗炎衝性作 用ハ紫斑病 二 卓数 ヲ呈 縮後 反 ツテ血1管籏張 的 二 作用 スル 爲「ツベル ク

シ、Arthus環 象 フ碑翻 スル如 久 毛細 血管 ノ リン」反懸 ヲ著明 二抑制 シ得 ザルモ ノ ト言 ヒ得

抵抗 坑 入 其滲透 性 ヲ低 下 スル結 卿 考 一得 ベ シ.参 楕 作用最 モ弱 キ「ヒ・ボ ン」二最 モ彊 キ

ベ シ.炎 衝輝制作用 アルハ興 味 アル所 ナ リ.
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第五章 結 言

「ビタ ミンJP(武 田製 「ヘ スペ リン
。1注射後〉、2.5

%「 ア ミノピゾン」食聰水溶 汲rヒ ・ボ ン」(大

日本製藥製M33N.注 射 液)、 「エフェ ドリンJ

「ナガヰ」注 射液、 及盛酸ヂエ ピ レナ ミン」注射液

〈第 一製藥製 「ボ ス ミン」〉ブ ツベル クリン」液 二

混倉 シ、 コ レ等物 質 が ツ・ぐル クリン伎 内反癒

二及 ボ ス影響 ヲ観察 シ次 ノ結果 ヲ得 タ リ
.

1>「 ビ タ ミン」Pハrツ ベ ル クリンJ皮 内反鷹 ラ

著 明二抑制 ス、

2>「 ア ミノピ リン」ノ「ヅベル ク リン」皮内反慮

オfh生ll〃ヒ田 ハ 叢醸廣 十1}

3)「 ヒ ロポ ン」ハrツ ベル ク リン」皮内反鷹 ヲ著

明 二抑制 ス。

4)「 エ フェドリン」及「ア ドvナ リン」ノ「ツベ ル

ク リン」皮 内反磨 二封 スル抑翻 作用 バー 定 セズ、

{曾彊 スル場合 モ可 ナ リ存在 ス.

欄 筆 二當 リ御 懇篤 ナル御指導 ト御校閲 ヲ賜 ハ リ

タル,思師坂 口教圭受、聰澤旦力教授 立立二血清學教室

緒 方富雄助教授 二深甚 ナル謝意 ヲ表 シ、戸塚忠

政、北本治爾 博L一外馨局員各位 ノ御援 助 ヲ感謝
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